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4 月1 日
幼稚園と保育園がひとつになった

「おおやた幼保園」が開園し ます
幼児期は、人間形成の基礎が作られる大切な時期です。特に就学前の幼児教育は、学校

教育を支える重要な意義があります。この考え方から、区では全国でも先進的な、幼稚園と
保育園がひとつになった幼児教育実践施設、「幼保園」を開設します。

幼
保
園
と
は
…

「
お
お
や
た
幼
保
園
」は
、保
育

園
と
幼
稚
園
の
機
能
を
融
合
さ

せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し

た
新
し
い
施
設
で
す
。
幼
児
教
育

の
充
実
に
向
け
、
保
育
園
、
幼
稚

園
で
の
実
績
に
基
づ
い
た
質
の
高

い
保
育
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
柔
軟
な
運
営
、
学
校
教
育
へ

の
円
滑
な
移
行
、
さ
ら
に
は
子
育

て
相
談
や
情
報
の
提
供
な
ど
、
教

育
と
福
祉
の
力
を
結
集
し
た
保
育

を
め
ざ
し
ま
す
。

制
度
上
は
I
歳
児
か
ら
3
歳
児

ま
で
は
保
育
園
、
4
・
5
歳
児
は

幼
稚
園
と
し
て
の
認
可
を
受
け
、

運
営
面
で
は
幼
稚
園
・
保
育
園
の

枠
を
超
え
た
一
貫
教
育
と
、
魅
力

あ
る
保
育
を
実
践
し
ま
す
。

育
成
目
標
は
「
感
じ
る
こ
こ
ろ

か
か
わ
る
喜
び
　
や
り
ぬ
く
強
さ
」

乳
幼
児
期
の
一
貫
し
た
保
育
を
と

お
し
、
生
き
る
力
の
基
礎
を
培
う
た

め
に
育
成
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

子
ど
も
が
本
来
持
っ
て
い
る
豊
か

な
感
情
や
成
長
し
よ
う
と
す
る
力
を

伸
ば
し
、
社
会
の
ル
ー
ル
や
人
と
の

ふ
れ
あ
い
の
大
切
さ
を
伝
え
、
前
向

き
に
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
く
ま
し

さ
を
育
て
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に

幼
保
園
で
は
、
近
隣
の
子
ど
も
や

地
域
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
参
加
出
来

る
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
隣
接
す
る
中
川
東
小
学
校

の
空
き
教
室
を
利
用
し
て
、
子
育
て

の
相
談
や
、
親
子
が
い
つ
で
も
参
加

出
来
る
遊
び
の
場
を
作
り
、
地
域
の

子
育
て
を
支
援
し
ま
す
。

入
園
申
し
込
み

▽
1
～
3
歳
児
・
:
例
年
1
2
月
ご
ろ
、

区
立
保
育
園
の
入
園
申
し
込
み
と
一

緒
に
受
け
付
け
を
行
い
ま
す

▽
4
・
5
歳
児
:
八
月
ご
ろ
に
幼
保

園
独
自
に
行
い
ま
す

※
年
度
途
中

の
入
園
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

保
育
料

I
歳
児
か
ら
3

歳
児
の
保
育
料

は
、
区
保
育
園
保
育
料
基
準
表
に
基

づ
い
た
保
育
料
で
す
。
4
・
5
歳
児

の
保
育
料
は
、
保
育
時
間
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

▽
短
時
間
保
育
…
1
万
2
0
0円

▽
中
時
間
保
育
・
:
1
万
2
千
9
0
0円

▽
長
時
間
保
育
・
:
1
万
8
千
円

(い
ず
れ
も
月
額
)

施
設
内
覧
会
を
開
催
し
ま
す

日
時
=
3
月
3
0
日
、
午
後
1
時
～

4
時

場
所
=

お
お
や
た
幼
保
園

(大
谷
田
2
-
1
-
9
)

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

特色1

保
育
時
間
が
選
べ
ま
す

4
・
5
歳
児
ク
ラ
ス
は
、
従
来
の

保
育
園

。幼
稚
園
に
合
わ
せ
た
長
時

間
・
短
時
間
保
育
に
加
え
、
保
護
者

が
ゆ
と
り
を
も
っ
て
子
育
て
に
あ
た

る
こ
と
が
出
来
る
、
中
時
間
保
育
を

設
け
ま
し
た
(
図
1
)
。

ま
た
、
年
度
途
中
で
も
、
保
育
時

間
を
変
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、

保
護
者
の
就
労
形
態
が
変
わ
っ
て

も
、
引
き
続
き
お
子
さ
ん
を
預
か
り

ま
す
。

図1　 おおやた幼保園の1 日
保育時間( 基本)
①1～3歳児月～土曜日

午前ワ時30分～午後6時30分
※ 1～3歳児は、開所時間のうちの
おおむね8 時間が標準保育時間です

②4 ・5 歳児
・短時間保育　月～金曜日

午前9時～午後2時
・中時間保育　月～金曜日

午前9時～午後4時
・長時間保育　月～土曜日

午前7時30分～午後6時30分

特色2

保
育
士
と
幼
稚
園
教
諭
が

協
力
し
て
保
育
し
ま
す

「
幼
保
園
」で
は
、
3
歳
児
ク
ラ
ス

と
4
・
5
歳
児
ク
ラ
ス
に
保
育
士
と

幼
稚
園
教
諭
を
配
置
し
ま
す
(
図
2
)

。
保
育
園
で
は
子
ど
も
の
個
性
に
合

わ
せ
た
家
庭
的
な
保
育
を
、
幼
稚
園

で
は
学
期
ご
と
に
目
標
を
立
て
た
教

育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
幼
保

園
」
で
は
、
両
方
の
良
さ
を
兼
ね
備

え
た
保
育
を
実
践
し
ま
す
。そ
し
て
、

行
事
や
教
育
活
動
で
は
、
1
歳
児
か

ら
5
歳
児
が
一
緒
に
過
ご
し
、
年
齢

を
越
え
た
子
ど
も
同
士
の
ふ
れ
あ
う

心
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

図2　 おおやた幼保園の体制

特色3

小
学
校
教
育
に
つ
な
が

る
連
携
の
し
く
み

遊
び
を
中
心
と
し
た
幼
稚
園
・
保

育
園
の
生
活
か
ら
、
学
び
中
心
の
学

校
生
活
へ
の
移
行
と
、
環
境
が
大
き

く
変
わ
る
小
学
校
入
学
の
直
前
・
直

後
は
、
子
ど
も
も
保
護
者
も
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

そ
こ
で
「
幼
保
園
」
で
は
、
隣
接

す
る
中
川
東
小
学
校
と
連
携
し
て
、

園
児
と
児
童
の
共
同
授
業
や
合
同
行

事
、
教
員
と
保
育
士
の
相
互
研
究
な

ど
幅
広
い
交
流
を
行
い
ま
す
。

幼
保
園
保
育
補
助
員

(非
常
勤
職
員
)
の
募
集

対
象
=
昭
和
1
9
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
の
健
康
な
方
勤
務
内
容

=
幼
保
園
の
一
般
業
務
勤
務
時

間
=
原
則
午
前
7
時
3
0
分
～
9
時

3
0分
、
午
後
4
時
3
0分
～
6
時
3
0

分

報
酬
=
時
給
8
7
0
円

募
集
人

数
=
若
干
名

選
考
=
書
類
審
査

お
よ
び
面
接

採
用
予
定
日
=
4

月
1
日

申
込
=
窓
口
へ
履
歴
書

持
参

期
限
=
3
月
3
日

申
・

問
先
=
幼
児
教
育
振
興
室

幼
保
園
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
幼
児
教
育

振
興
室
へ

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
/
保
養
所
の
ご
案
内

4
・
5
面
▽
児
童
・
生
徒
褒
賞
/
シ
ア
タ
ー
U
0
1
U

一肌
/
子
育
て
コ
ラ
ム

8
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/

審
議
会
・
審
査
会
等
の
日
程
/

ひ
ろ
ば
/
掲
示
板

8
面
▽
▽
▽
観
光
協
会
会
員
募
集
/
ツ
ア
ー
参

加
者
募
集
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

情 報 キャ ッ チ ! !

好きです。あだち
3月1日～3月7日
午前9 時30分/ 午後O時30分/

午後9 時30分

ケーブルTV 足立( 9CH)

葦

立
ち

「
文
化
力

」

春
が
近
付
い
て
い
る
の
を
感
じ
ま

す
。
昔
か
ら
「
三
寒
四
温
」
と
言
わ

れ
、
こ
の
広
報
が
皆
さ
ん
に
届
け
ら

れ
る
こ
ろ
に
は
、
一
段
と
春
ら
し
く

な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
北
千
住
駅
西
口
の
「
千
住

ミ
ル
デ
ィ
ス
」
の
竣
工
式
が
2
1日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
商
業
施
設
は
2
7日

か
ら
営
業
し
、
3
月
か
ら
は
1
0階
で

千
住
区
民
事
務
所
が
業
務
を
始
め
、
4

月
か
ら
は
シ
ア
タ
ー
ー
0
1
0

が

運
営
さ
れ
ま
す
(
劇
場
部
分
は
除

く
)
。

こ
の
シ
ア
タ
ー
ー
0
1
0

は
、
文

化
芸
術
の
発
信
拠
点
の
ひ
と
つ
と
な

り
ま
す
。
こ
の
施
設
に
続
い
て
旧
庁

舎
跡
地
に
整
備
さ
れ
る
、
(仮
称
)
あ

だ
ち
新
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内
の
デ

ジ
タ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
な
ど
と
あ
い

ま
っ
て
、
区
の
産
業
と
ま
ち
づ
く

り
、
活
性
化
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

貢
献
す
る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。

「
文
化
」
と
い
う
言
葉
に
は
多
様

な
顔
が
あ
り
ま
す
。芸
術
や
芸
能
だ

け
で
な
く
、
郷
土
の
伝
統
や
行
事
、

住
民
の
生
活
様
式
や
習
慣
な
ど
も
広

い
意
味
で
文
化
で
す
。
ま
た
、
生
活

空
間
や
都
市
空
間
は
そ
の
地
域
の
文

化
度
を
表
す
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
現

在
、
区
で
は
、
様
々
な
観
点
か
ら
文

化
芸
術
振
興
施
策
に
関
す
る
基
本
的

な
検
討
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
足
立
の
伝
統
や
個
性
を
引

き
継
ぎ
な
が
ら
、
未
来
に
残
す
新
し

い
魅
力
を
創
造
す
る
文
化
の
風
を
起

こ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
「文
化
力
」
を
高
め
て

新
し
い
足
立
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

足立区長
　鈴
木
恒
年

世帯と人口 ( 16年2 月1 日現在　外国人含む) 世帯数: 291, 382　人口: 643, 813人(男: 324, 907人, 女: 318, 906人)
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保

健

福

祉

ガ
イ

ド

定 員 に 先 着 順

と あ る も の は

2 月26 日

か ら 受 け 付 け

2・3面で問い合わせ先の電話

番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡
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第
2
回
犬
の
し
つ
け
方
教
室

日
時
=
3
月
1
6
日
㈹
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
の
方

内
容
=
犬
の
し
つ

け
方
の
基
本
を
モ
デ
ル
犬
を
使
っ
て

学
び
ま
す

※
当
日
は
自
分
の
犬
は

連
れ
て
来
な
い
で
く
だ
さ
い

講
師
=

都
・
動
物
愛
護
相
談
セ
ン
タ
ー
職

員

定
員
=
5
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

※
車
で
の
来
所
は
遠
慮
し

て
く
だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
=
足

立
保
健
所
生
活
衛
生
係
(
中
央
本
町
1
-
5
-
3
)

(
3
8
8
0
)
5
3
6
1

日
曜
日
に
予
防
接
種
が
出
来
ま
す

日
曜
接
種
は
、
3
月
1
日
か
ら
7

日
ま
で
行
わ
れ
る
「
子
ど
も
予
防
接

種
週
間
」
の
一
環
と
し
て
今
年
初
め

て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
電
話

で
接
種
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
=
3
月
7
日
脚
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時
(
正
午
～
午
後
1
時
は
除

く
)

場
所
=
足
立
区
医
師
会
館
(
中

央
本
町
3
-
4
-
4
)

対
象
=
各

予
防
接
種
の
法
定
年
齢
内
の
子
ど
も

内
容
=
麻
し
ん
、
風
し
ん
、
三
種
混

合
、
二
種
混
合
、
日
本
脳
炎

申
込
=

母
子
手
帳
、
予
防
接
種
予
診
票
を

持
参
の
上
、
保
護
者
同
伴
で
当
日
直

接
会
場
へ

主
催
=

日
本
医
師
会
、

日
本
小
児
科
医
会

接
種
相
談
(
当
日
の
み
設
置
)

(
3
8
8
0
)
1
-
8
6
6

問
先
=
足
立
区
医
師
会

(
3
8
4
0
)
2
1
1
1

区
・
母
子
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
、
ペ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
法
と
X
線
撮
影
法
の
い
ず
れ

か
を
選
べ
ま
す
。
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法

は
1
0
程
度
の
採
血
で
済
み
ま
す
の

で
、
気
軽
に
受
診
出
来
ま
す
。
日
程

等
=
表
1
の
と
お
り
(
②
X
線
撮
影

法
胃
が
ん
検
診
は
中
臾
本
町
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
の
み
で
受
診
可
)
対
象

=
3
5
歳
以
上
の
区
民
※
胃
を
切
除

し
た
方
、
胃
の
病
気
で
治
療
中
の
方
、

ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
で
要
精
密
検
査
と

な
っ
た
方
は
除
く
。
じ
ん
不
全
の
方

は
X
線
撮
影
法
の
み
可
。
い
ず
れ
の

場
合
も
大
腸
が
ん
検
診
の
み
の
受
診

も
可
定
員
=
5
0
～
8
0
人
※
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
、
希
望
日
の
翌

々
月
に
な
っ
た
り
、
受
診
場
所
が
ほ

か
の
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
=
(

ガ
キ
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
)
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
、
表
1
よ
り
胃
が
ん
検
診
名

(①
血
液
検
査

②
X
線
撮
影
の
い

ず
れ
か
一
方
を
選
択
)
、検
診
日
、受

診
場
所
を
第
3
希
望
ま
で
明
記

期

限
=
受
診
希
望
月
の
前
月
1
5日
必
着

奈
受
診
票
の
送
付
は
前
月
末
日
(
4

月
を
希
望
す
る
場
合
、
3
月
1
5日
必

着
、
受
診
票
の
送
付
は
3
月
末
日
)

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
診
療
放
射
線
係

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
央
本
町
1
-
5
-
3

(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

表1　 消化器 がん検診日程
①血液検査( ペプシノゲン法) + 検 便

②X 線撮影+ 検便

※ 印 の日程は午後、それ以外は午前に実施

歯
周
病
健
診

受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
で
も
初
め

て
の
方
で
も
、
1
年
度
に
1
回
、
申

し
込
み
出
来
ま
す
。

2
0歳
～
3
9歳
の
区
民

日
時
=
3
月
2
4日
㈲
、
2

時
3
0分

※
受
け
付
け
開
始
は
午
後
1
時
1
5分

内
容
=
歯
周
病
な
ど
の
歯
科
健
診
・

相
談
/
歯
ブ
ラ
シ
・
糸
付
き
よ
う
じ

な
ど
の
補
助
用
具
を
使
っ
た
実
習

定
員
=
3
5人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話
ま
た
は
窓
口

場
・
申
・
問
先
=

竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

4
0歳
～
6
0歳
の
区
民

期
間
=
通
年

場
所
=
区
内
の
指
定

歯
科
医
療
機
関

内
容
=
歯
周
病
な

ど
の
歯
科
健
診

定
員
=

千
4
0
0人

(先
着
順
)

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、「
歯
周
病
健
診
希
望
」
を
明
記

奈
後
日
、
受
診
票
と
案
内
を
送
付
し

ま
す

申
・
問
先
=
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

生
活
習
慣
病
予
防
(
消
化
器
)
健
診

4
5・
5
5・
6
5・
7
0歳
に
な
る
方
に
、

生
活
習
慣
病
予
防
(
消
化
器
)
健
診

の
お
知
ら
せ
と
申
込
書
を
、
年
4
回

に
分
け
て
送
付
し
て
い
ま
す
。
送

付
日
=
2
月
2
6日
ご
ろ

場
所
=
区

内
の
指
定
医
療
機
関

対
象
=
昭
和
9

・
1
4・
2
4・
3
4年
3
月
か
ら
5
月

生
ま
れ
の
方

内
容
=
診
察
、血
液
、

尿
な
ど
に
よ
る
生
活
習
慣
病
・
心
臓
・

肝
機
能
・
じ
ん
機
能
な
ど
の
検
査
お

よ
び
肝
炎
の
ウ
イ
ル
ス
検
査
と
ペ
プ

シ
ノ
ゲ
ン
法
に
よ
る
胃
健
診

申
込
=

同
封
の
申
込
(
ガ
キ
に
切
手
を
は

っ
て
郵
送

申
・
問
先
=
成
人
保
健

係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

ぜ
ん
息
児
和
太
鼓
教
室

「
げ
ん
き
ー
ず
!
」

和
太
鼓
を
使
っ
て
、
楽
し
く
柔
軟

な
呼
吸
筋
と
腹
式
呼
吸
を
身
に
つ

け
、
ぜ
ん
息
の
発
作
を
予
防
し
ま
し

ょ
う
。
日
時
=
3
月
2
0
日
㈱
・
4
月

2
4
日
出
、
午
前
9
時
3
0
分
～
‥
1
1
1
1
一
時

3
0分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
ぜ
ん
息
を
治
療
中
の
、
小
学

校
3
年
生
か
ら
中
学
校
3
年
生

講

師
=
安
彦
隆
氏
(
和
太
鼓
奏
者
)

定

員
=
3
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
公
害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

障
害
別
福
祉
相
談

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
を
持

ち
、
区
か
ら
委
託
を
受
け
た
相
談
員

が
、
障
害
の
あ
る
方
の
生
活
上
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。
日
時
=
表
2

場
所

=
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

問
先
=

障

害
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ
し
す
と

」
自

立
生
活
支
援
室(

5
6
8
1
)
0
1
3
2

(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

表2　3 月の障害別福祉相談

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

所
得
制
限
が
な
く
な
り
ま
す

4
月
1
日
の
制
度
改
正
に
よ
り
、

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
小
学
校

就
学
前
の
お
子
さ
ん
で
、
現
在
所
得

制
限
に
よ
り
乳
幼
児
医
療
証
が
交
付

さ
れ
て
い
な
い
方
に
、
医
療
証
を
交

付
し
ま
す
。
新
た
に
交
付
対
象
に
な

る
と
思
わ
れ
る
保
護
者
あ
て
に
、
申

請
書
(
水
色
)
を
送
付
し
ま
す
。
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
送
付

時
期
=
3
月
上
旬

申
請
=
①
必
要

事
項
を
記
入
し
、
押
印
し
た
申
請
書

※
印
は
、
朱
肉
で
つ
い
た
も
の

②

健
康
保
険
証
(
写
し
)
を
郵
送
。
た

だ
し
、
持
参
も
可

▽
郵
送
…
児
童

給
付
係
の
み

▽
持
参
…
児
童
給
付

係
、ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
3
)

交
付
時
期
=

▽
3
月
1
7日
ま
で
に
児

童
給
付
係
へ
申
請
分
お
よ
び
到
着
分

・
:
3
月
2
4日
発
送
予
定

▽
3
月
1
8

日
以
降
の
申
請
お
よ
び
到
着
分
・
:随

時
認
定
後
発
送

※
制
度
改
正
後

に
、
有
効
期
限
が
5
歳
誕
生
月
末
ま

で
の
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
に
は
、

誕
生
月
の
月
末
ま
で
に
9
月
3
0日
ま

で
の
医
療
証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

新
た
な
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

問
先
=
児
童
給
付
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

3 月の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急施
術を当番制で行っています。 《健康推進課》

※ いずれも時間は、午前9時～午後5時

表3　受け付け福祉事務所一覧

※中部福祉事務所では受け付けて
いません

3 月 の献血

問先= 東京都東赤十字血液センター 　5682- 2803

区・衛生管理係 　3880- 5891

健康カレンダー　3月の予定
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高
齢
者
の
方
に
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時
等
=

▽
3
月
2

日
叫
・
1
6
日
㈹

…
千
住
北
部
地
域
集
会
所
(

千
住
寿

町
3
7
-
6
)

▽
3
月
1
9一
日
面
・
2
6日

面
・
:
竹
の
塚
障
害
福
祉
館
(

竹
の
塚
2
-
2
5
-
1
7
)

※
い
ず
れ
も
受
け

付
け
は

、
午
前
9

時
か
ら
午
後
3

時
1
0

分

。
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
4
0
分
程
度
か

か
り
ま
す

対
象
=
7
3
歳
以
上
の
区

民

定
員
=

各
日
4
8
人
(

先
着
順
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

障
害
福
祉
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

区
民
事
務
所
事
務
補
佐
員

募
集
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
区
内
ま
た
は
そ
の
近
郊
に
居

住
し
て
い
る
方

勤
務
内
容
=
窓
口

で
の
各
種
申
請
受
け
付
け
な
ど

勤

務
場
所
=
千
住
区
民
事
務
所

勤
務

条
件
=
1
日
6
時
間
勤
務
で
週
5
日

雇
用
期
間
=
4
月
I
H

～
1
7年
3
月
3
1

日

※
勤
務
成
績
良
好
な
場
合
は

更
新
可

報
酬
=
1
8万
1
千
円

※

交
通
費
実
費
支
給

募
集
人
数
=
1

人

選
考
=

▽
第
1
次
…
履
歴
書
お

よ
び
作
文

「
区
民
事
務
所
窓
口
で
の

接
客
に
つ
い
て
」
(
8
0
0
字
程
度
)

▽

第
2
次
・
:面
接
(
3

月
1
9日
実
施
、

該
当
者
に
は
後
日
連
絡
)

申
込
=

履
歴
書
と
作
文
を
持
参
(
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
)
ま
た
は
郵
送

期
限
=
3

月
1
2日
必
着

申
・
問
先
=
地

域
支
援
課
振
興
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
8
5
5

保
育
の
案
内

認
可
保
育
園
の
ほ
か
に
も
、
次
の

よ
う
な
保
育
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

認
証
保
育
所

多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

に
対
応
す
る
都
市
型
の
保
育
所
で

す
。保

育
室

小
規
模
の
保
育
所
で
、
主
に
3
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
を
保
育
し
ま
す
。

保
育
マ
マ
(
家
庭
福
祉
員
)

区
に
登
録
さ
れ
て
い
る
保
育
マ
マ

の
自
宅
で
、
3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

を
保
育
し
ま
す
。

緊
急
一
時
保
育

就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

保
護
者
が
、
出
産
・
病
気
な
ど
で
保

育
が
困
難
な
場
合
、
緊
急
一
時
保
護

者
の
自
宅
ま
た
は
一
部
の
保
育
室
で

一
時
的
に
保
育
し
ま
す
(
保
護
者
が

就
業
す
る
た
め
の
利
用
は
不
可
)

一
時
保
育

保
護
者
が
育
児
疲
れ
の
解
消
や
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
な
ど
に
、

満
1
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ

ん
を
区
立
あ
や
せ
保
育
園
で
一
時
的

に
保
育
し
ま
す
。

休
日
保
育

保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、日
・

祝
日
・
年
末
(
1
2
月
2
9日
・
3
0日
)

に
保
育
を
必
要
と
す
る
満
1
歳
か
ら

就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
、
一
部

の
認
証
保
育
所
・
保
育
室
で
預
か
り

ま
す
。

病
後
児
保
育

満
1
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子

さ
ん
が
、病
気
の
回
復
期
の
と
き
に
、

保
護
者
が
勤
務
・
病
気
な
ど
の
理
由

で
保
育
が
困
難
な
場
合
に
預
か
り
ま

す
。

い
ず
れ
も

問
先
=
保
育
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

3 月10 日 は
東京都平和の日

東京大空襲をはじめ、先の戦災で亡くな

られた方のご瓮福と世界の恒久平和を祈念

して、3月10日 、午後1 時から1 分間の黙と

うを行いますO 皆さんのご協力をお願いし

ます、 問先= 人 権・同和係

3880- 5497

在宅介護支援センター 3月の家族介護者教室

区
の
保
養
所
は
何
度
行
っ
て
も
楽
し
め
ま
す

皆
さ
ん
が
気
持
ち
良
く
過
ご
せ
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
日
々
工
夫
を
重

ね
て
い
ま
す
。
気
軽
に
利
用
出
来
て
、行
く
た
び
に
新
し
い
発
見
が
あ
る
保

養
所
を
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
(
申
し
込
み
は
下
記
参
照
)
。

湯
河
原
あ
だ
ち
荘

1
6年
度
か
ら
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が

始
ま
り
ま
す
。

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

▽
誕
生
月
に
利
用
す
る
場
合
、

記
念
写
真
と
シ
ャ
ン
パ
ン
を
サ
ー

ビ
ス
し
ま
す

▽
あ
だ
ち
荘
を
よ
く
利
用
す
る
方
に

朗
報
で
す
。
年
間
6
回
以
上
利
用

し
た
場
合
、
夕
食
料
理
メ
ニ
ュ
ー

の
ほ
か
に
一
品
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す

▽
四
季
折
々
の
湯
河
原
近
郊
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
案
内
や
、
各
種
企
画
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
客
室
に
用
意
し
ま

す9
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

▽
夕
食
の
献
立
メ
ニ
ュ
ー
、
調
理
方

法
な
ど
が
選
択
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
例
え
ば
、「
肉
よ
り
魚
が

食
べ
た
い
≒
魚
は
刺
身
よ
り
焼
き

魚
が
好
き
」
と
い
っ
た
要
望
に
こ

た
え
ま
す
(
宿
泊
予
約
確
認
時
に

伺
い
ま
す
)

住
所
=
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
湯
河

原
町
宮
上
字
橋
上
6
1
4

0
4
6
5
(
6
2
)
1
8
3
0

ア
ク
セ
ス
=
▽
電
車
・
:
東
海
道
線

湯
河
原
駅
よ
り
バ
ス
1
0
分
、
「
温
泉

場
中
臾
」
バ
ス
停
下
車
徒
歩
O
分

▽
車
…
東
名
高
速
厚
木
I
C
～
小

田
原
厚
木
道
路
小
田
原
西
I
C
～

真
鶴
道
路
福
浦
I
C
～
国
道
1
3
5
号

経
由
約
6

▲ 温泉街の中心地にあるあだち荘。
のんびり外湯めぐりはいかが?

那
須
・
森
の
家

快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
ひ
と
工
夫
し
て
い
ま
す
。

▽
ス
リ
ッ
パ
が
、
天
然
い
ぐ
さ
張
り

に
な
り
ま
し
た
。
少
し
濡
れ
て
い

て
も
滑
り
に
く
く
安
心
で
す

▽
浴
衣
や
シ
ー
ツ
な
ど
の
リ
ネ
ン
類

は
、
今
注
目
さ
れ
て
い
る
抗
菌
加

工
処
理
を
し
て
い
ま
す

▽
身
近
に
緑
を
楽
し
め
る
よ
う
に
、

渡
り
廊
下
に
山
野
草
ミ
ニ
盆
栽
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
客
室
に
、
作

り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
メ
モ
も
あ
り

ま
す

▽
朝
食
時
に
は
バ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ナ

ー
も
設
け
、
サ
ラ
ダ
・
お
か
ゆ
・

ド
リ
ン
ク
に
加
え
、
季
節
の
献
立

も
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す

住
所
=
栃
木
県
那
須
郡
那
須
町
大

字
湯
本
字
新
林
2
0
6

0
2
8
7
(
7
6
)
4
3
8
1

ア
ク
セ
ス
=
▽
電
車
…
東
北
本
線

黒
磯
駅
よ
り
バ
ス
約
2
5分
、「
一
軒

茶
屋
」
バ
ス
停
下
車
徒
歩
約
1
2分

▽
車
…
東
北
自
動
車
道
那
須
I
C
　

～
那
須
街
道
～
一
軒
茶
屋
信
号
右

折
～
約
8
0
0
m

い
で
湯
の
町
湯
河
原
や
、
那
須
高

原
の
雄
大
な
自
然
が
あ
な
た
を
迎
え

て
く
れ
ま
す
。
四
季
折
々
の
変
化
が

楽
し
め
る
保
養
所
を
、
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

▲ 那須は温泉以外にも遊びど
ころがいっぱいです

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

5
・
6
月
分
の
利
用
案
内

申
し
込
み
は
、
生
涯
学
習
振
興
公

社
の
各
施
設
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
=
公
社
の
各
施
設
で
販
売
す
る

申
込
(
ガ
キ
(
5
0
円
)
に
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
(
1

グ
ル
ー
プ
ー
枚
の
み
)
期
間
=
3

月
1
日
～
1
0
日
必
着
(
抽
選
結
果
を

3
月
末
日
ま
で
に
郵
送
)

当
選
者

受
付
=
4

月
8
日
ま
で
に
公
社
各
施

設
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

※
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ

ル
扱
い
に
な
り
ま
す

空
き
室
の
利
用

《
5
・
6
月
分
》

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み

は
、
偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回

は
4
月
9
日
)
か
ら
、
公
社
の
各
施

設
で
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

《
2
・
3
・
4
月
分
》

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
※
仮
予
約
後
、
3
日
以
内

ま
た
は
利
用
初
日
の
3
日
前
の
ど
ち

ら
か
近
い
日
ま
で
に
近
く
の
公
社
施

設
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン

セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す

湯
河
原
あ
だ
ち
荘
、
那
須
・
森
の

家
の
み
、
利
用
初
日
の
2
日
前
と
前

日
の
空
室
の
予
約
を
各
保
養
所
で
、

直
接
ま
た
は
電
話
に
て
受
け
付
け
ま

す
。
延
泊
希
望
も
対
応
し
ま
す
(
料

金
は
現
地
払
い
)
。
た
だ
し
、利
用
初

日
の
2
日
前
が
休
館
日
の
場
合
は
受

け
付
け
出
来
ま
せ
ん
。

保
養
所
(
湯
河
原
、
那
須
)
の
団

体
利
用
募
集

利
用
日
等
=
表
4

※
伊
豆
高
原
あ
だ
ち
荘
は
、
3
月
の

利
用
を
も
っ
て
廃
止
し
ま
す
。
長
い

間
ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

表4　 団体利用受付日等一覧

※ 受付開始時刻に複数団体がいる場合は、申
し込みの順番を抽選。公社の各施設でも団
体利用案内ちらしを配付

● 各施設利用案内　5 ・8 月利用分

※ 利 用申 込 は2 人以 上 。1 グル ープ 、 ハガ キ1 通 でお 願 いし ま す
※ 日光・塩原林間学園、鋸南自 然の家、鹿沼野外レ クリエーシ ョンセンターの利
用出来る日も学校などが利用し、空室が一部しかない場合があります

保養所の問い合わせ・団体利用については
地域支援課振興係まで 　3880- 5855

そのほかは公社の各施設まで
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区

長

褒

賞

文
化
・
個
人

横
山
将
大
(
伊
興
小
4
年
)

…
平
成
1
5年
用
国
土
緑
化
運
動

・
育
樹
運
動
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ

ン
ク
ー
ル
国
土
緑
化
推
進
機
構

理
事
長
賞
(
小
学
校
の
部
)

昆
虫
を
探
し
に
行
っ
た
り
、
ノ
ー

ト
を
持
っ
て
風
景
画
を
書
く
た
め
、

よ
く
公
園
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
公
園
も
、「
空
き
缶
な
ど
が
散
ら

か
っ
て
い
て
悲
し
い
気
持
ち
に
な

る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

作
品
の
テ
ー
マ
は
「
緑
を
大
切
に
す
る
」

牧
野

雪
(
千
寿
常
東
小
4

年
)
…
第
5
0回
全
国
小
中
学
生

優
秀
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
文
部
科

学
大
臣
奨
励
賞
(
小
学
校
低
学

年
図
画
の
部
)

自
宅
で
は
大
小
8
匹
の
熱
帯
魚
を

飼
っ
て
い
ま
す
。
作
品
は
、
全
国
数

ヵ
所
の
美
術
館
で
順
次
展
示
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
、
牧
野
さ
ん
は
「
(
作

品
の
魚
は
)
今
、
全
国
を
泳
い
で
い

る
の
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

▲ 空想上の真っ赤な魚に、小さい魚が
周りを囲んでいます

奥
山
龍
佑
(
千
寿
常
東
小
3

年
)
…
第
3
7回
小
中
学
生
陶
芸

コ
ン
ク
ー
ル
文
部
科
学
大
臣
奨

励
賞
(
小
学
生
低
学
年
の
部
)

作
品
の
タ
イ
ト
ル
は
「
ク
ロ
ー

ル
」
。奥
山
く
ん
も
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ

ブ
に
入
っ
て
い
て
、
ク
ロ
ー
ル
が
得

意
だ
そ
う
で
す
。「
い
く
つ
も
の
波
を

作
る
の
が
大
変
だ
っ
た
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。

▲ コンクールでの寸評「両手、両足を懸
命に動かして、波をけり前へ進む姿が
よく表現された力強い作品」

岡
田

量
(
新
田
小
6
年
)

…
第
2
4回
少
年
少
女
囲
碁
大
会

全
国
大
会
準
優
勝
(
小
学
生
の

部
)東

京
都
代
表
の
4
人
に
選
ば
れ
て

全
国
大
会
へ
出
場
し
、
準
優
勝
。
現

在
、
ア
マ
6
段
。
「
対
局
で
は
、
2
0

手
先
ま
で
読
め
る
け
ど
、
ま
だ
完
璧

に
は
出
来
な
い
。
ミ
ス
を
少
な
く
す

る
こ
と
が
課
題
」と
言
っ
て
い
ま
す
。

夢
は
プ
囗
に
な
る
こ
と
。
将
来
も
し
っ

か
り
見
え
て
い
ま
す

文
化
・
団
体

栗
原
北
小
学
校
新
聞
委
員
会

…
第
5
2回
全
国
小
・
中
学
校
・
P
T
A

新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
審
査

委
員
会
賞
(
小
学
校
学
校
新
聞

の
部
)

1
4年
4
～
1
2月
ま
で
の
学
校
新
聞

「
く
り
き
た
」
お
よ
び
壁
新
聞
が
、

コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
。
1
2年
度
に

も
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
受
賞
し
て
い
る
、
新
聞
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
常
連
校
で
す
。

▲ 学校 行事など から取材 テ ーマを探 し、
学校以外に地域にも足 を運び 取材しま
す

第
九
中
学
校
1
年
5
組
…
第
5
2

回
全
国
小
・
中
学
校
・
P
T
A

新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
毎
日
中
学

生
新
聞
賞
(
学
習
新
聞
の
部
)

コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
の
学
級
新
聞
で

は
、
日
刊
新
聞
か
ら
「
運
動
不
足
」

「
な
り
た
い
職
業
」
な
ど
の
記
事
を

基
に
、
校
内
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り

そ
の
実
態
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
国

会
議
事
堂
や
航
空
会
社
な
ど
に
出
掛

け
て
取
材
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▲ 学級新聞は、クラ スメ ート一 人ひと
りの新聞が一冊に まとめられてい ま
す。みんなの思いが詰 まってい ます

文化・スポーツで活躍
地域での善行

15年度足立区教育委員会

児童・生徒褒賞
( 敬称略)

区では、様々なコンクールやスポーツ大会な
どで優秀な成績をおさめたり、地域で善行を行
った区立小・中学校の児童・生徒に対し褒賞を
行っています。
今年度、区長褒賞および教育委員会褒賞を受

賞した皆さんを紹介します。※ 褒賞式は、2月
16日に区役所庁舎ホールで行われました(褒賞
対象期間は、14年12月1日～15年11月30日)

ス
ポ
ー
ツ
・
個
人

渡
辺
崇
仁
(
舎
人
第
一
小
4

年
)
…
2
0
0
3

全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
体
操
競
技
選
手
権
大
会
第
3

位
(
R
S
)

鉄
棒
が
大
好
き
だ
っ
た
幼
稚
園
児

が
、
器
械
体
操
の
ク
ラ
ブ
に
入
門
し

ま
し
た
。
大
会
で
の
記
録
は
、
円
馬

で
9
。
7
5
0

。

現
在
は
、
ほ
ぼ
毎
日
、
練
習
の
た

め
崎
玉
県
に
通
っ
て
い
ま
す
。▲ あん馬 に似 た競 技で、半円形の台の上

で技を披 露。あん馬より技のバリエ ー
ション が広 がるとのこと

赤
丸

走
(
花
畑
小
6
年
)

…
第
3
回
全
日
本
少
年
少
女
空

手
道
選
手
権
大
会
第
3
位
(
6

年
生
男
子
組
手
)

組
手
と
は
、
対
戦
相
手
を
倒
す
も

の
で
は
な
く
、
相
手
に
対
し
て
い
か

に
正
確
な
突
き
や
け
り
が
打
て
る
か

を
競
う
も
の
で
す
。

算
数
が
好
き
で
、バ
ス
ケ
が
好
き
。
で

も
、「
空
手
が
1
番
好
き
」

根
岸
玉
青
(
梅
島
第
一
小
5

年
)
…
第
1
1回
J
o
c
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
大
会

第
1
位
(
初
級
長
拳
)

長
拳
と
は
、
中
国
武
術
の
ひ
と
つ

で
す
。
競
技
時
間
2
分
に
満
た
な
い

中
で
、
集
中
力
を
高
め
て
技
の
型
を

披
露
し
ま
す
。

お
兄
さ
ん
に
連
れ
て
行
か
れ
て
始
め
た

長
拳
。
週
4
日
の
練
習
に
も
、
嫌
が
っ

た
こ
と
は
1
度
も
な
い
そ
う
で
す

倉
持
真
央
(
江
北
中
2
年
)

…
第
1
4
回
全
日
本
年
齢
別
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会
第

2
位
(
1
3
歳
～
1
4
歳
女
子
の
部
)

4
歳
か
ら
始
め
た
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
。
始
め
は
宙
に
浮
く
の
が
怖
か
っ

た
そ
う
で
す
。
今
で
は
世
界
大
会
に

出
場
す
る
ほ
ど
に
成
長
。
コ
ー
チ
い

わ
く
「
ま
じ
め
さ
が
最
大
の
長
所
」
。

▲ 台 から5m 以上も ジャンプ。宙返りを し
てどんな に視 界が逆さになっても 、常 に
自分の ポジ ショ ンを意識して競技し ます

吉
田
研
人
(
第
十
六
中
3
年
)

…
平
成
1
5年
度
全
国
中
学
校
ゴ

ル
フ
選
手
権
大
会
第
3
位
(
個

人
男
子
の
部
)

3
0
0
～
4
0
0球
の
打
ち
込
み
が
日
課
。

横
浜
の
練
習
場
に
通
い
な
が
ら
も
、

学
校
は
1
日
も
休
ん
だ
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。「
練
習
で
は
い
ろ
い
ろ
と
悩

む
け
れ
ど
、
試
合
に
な
っ
て
ボ
ー
ル

を
前
に
し
た
ら
球
の
飛
ぶ
方
向
だ
け

を
考
え
、
迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。

身
長
1
6
7

㎝
、体
重
5
7

の
中
学
生
。

で
も
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
飛
距
離
2
7
0

ヤ
ー
ド
、
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
は
6
6

ス
ポ
ー
ツ
・
団
体

第
十
四
中
学
校
水
泳
部
…
第
4
3

回
全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大

会
第
4
位
(
男
子
4
0
0
mリレ
ー
)

水
泳
部
は
、
都
の
大
会
で
第
1
位

(
2
0
0
m
リ
レ
ー
・
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
)

に
な
る
な
ど
の
成
績
を
お
さ
め
て
い

ま
す
。

全
国
大
会
で
は
、各
人
が
自
由
形

回
m
を
泳
ぐ
リ
レ
ー
。
決
勝
で
は
追

い
上
げ
る
も
、
タ
ッ
チ
の
差
で
惜
し

く
も
4
位
。
タ
イ
ム
は
3
分
4
8秒
8
1

で
、
4
人
共
、
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新

し
ま
し
た
。

▲ 男 子400m フリ ーリレ ーで4 位 に入賞 し
たメンバ ー。左 から、小林一広 。溝井巧、
五十幡涼介 、早坂 将輝

教

育

委

員

会

褒

賞

《
文
化
・
個
人
》

図
画
・
ポ
ス
タ
ー

大
島
か
え
で
(
千
寿
常
東
小
6
年
)

宮
坂
千
春
(
千
寿
常
東
小
6
年
)

石
井
礼
雄
(
千
寿
常
東
小
5
年
)

岩
崎

岳
(
千
寿
常
東
小
5
年
)

熊
田
彩
里
(
千
寿
常
東
小
5
年
)

海
老
原
将
(
千
寿
常
東
小
4
年
)

関
野
広
大
(
千
寿
常
東
小
4
年
)

飯
尾
淳
太
(
千
寿
常
東
小
2
年
)

陶

芸

青
山
鈴
奈
(
千
寿
常
東
小
6
年
)

佐
藤
紫
穂
乃
(
千
寿
常
東
小
6
年
)

野
早
紀
(
千
寿
常
東
小
5
年
)

駒
田
夏
生
(
千
寿
常
東
小
4
年
)

鈴
木
百
恵
(
千
寿
常
東
小
3
年
)

・
研
究
発
表

駒
田
夏
生
(
千
寿
常
東
小
4
年
)

《
文
化
・
団
体
》

吹
奏
楽

千
八
小
金
管
バ
ン
ド

第
十
一
中
学
校
吹
奏
楽
部

第
十
四
中
学
校
吹
奏
楽
部

青
井
中
学
校
吹
奏
楽
部

伊
興
中
学
校
吹
奏
楽
部

稾
統
計
グ
ラ
フ

加
賀
中
学
校
2
学
年
有
志

《
善
行
・
個
人
》

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

松
本
佳
与
子
(
第
九
中
3
年
)

《
ス
ポ
ー
ツ
・
個
人
》

水

泳

中
山
大
河
(
千
寿
常
東
小
5
年
)

木
島
啓
太
(
第
十
四
中
2
年
)

法
師
一
貴
(
第
十
四
中
1
年
)

近
藤
由
梨
(
第
十
六
中
1
年
)

井
上
拡
子
(
西
新
井
中
3
年
)

原

ま
ど
か
(
西
新
井
中
2
年
)

陸
上
競
技

北
野
篤
毅
(
第
十
一
中
3
年
)

須
永
千
尋
(
第
十
四
中
3
年
)

長
澤

諒
(
第
十
四
中
2
年
)

中
澤

彩
(
東
綾
瀬
中
3
年
)

平
塚
友
美
子
(
東
綾
瀬
中
1
年
)

千
浪
恵
梨
(
花
畑
中
3
年
)

服
部
麻
衣
子
(
花
畑
中
3
年
)

平
田
瀬
奈
(
花
畑
中
2
年
)

西

智
美
(
六
月
中
3
年
)

新
体
操

眞
尾
裕
美
(
伊
興
中
3
年
)

加
藤
杏
奈
(
伊
興
中
2
年
)

剣

道

飯
田
愛
梨
(
第
十
一
中
3
年
)

細
谷

碧
(
第
十
一
中
3
年
)

柔

道

南
場
幸
子
(
花
畑
北
中
3
年
)

空

手

神
田
み
の
り
(
新
田
小
3
年
)

中
澤
怜
菜
(
東
渕
江
小
4
年
)

少
林
寺
拳
法

竹
内
さ
ゆ
り
(
蒲
原
中
2
年
)

卓

球

飯
野
弘
義
(
江
北
小
6
年
)

飯
野
峻
輔
(
江
北
小
5
年
)

一
輪
車

阿
部
裕
光
(
興
本
小
5
年
)

行
川
ゆ
か
り
(
江
北
中
1
年
)

《
ス
ポ
ー
ツ
・
団
体
》

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

第
九
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

江
北
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

伊
興
中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

宮
城
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

弥
生
第
ニ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
青
空
ク

ラ
ブ
(
男
子
・
女
子
)

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

全
千
寿
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ

中
島
根
ジ
ュ
ニ
ア

第
九
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

野

球

リ
ト
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ

第
九
中
学
校
野
球
部

六
月
中
学
校
野
球
部

シ
ー
ル
ズ
倶
楽
部

サ
ッ
カ
ー

F
C
足
立

秦
水

泳

西
新
井
中
学
校
水
泳
部

陸
上
競
技

第
十
四
中
学
校
陸
上
競
技
部

第
十
四
中
学
校
陸
上
競
技
部
(
1
年

女
子
・
駅
伝
女
子
)

第
十
六
中
学
校
陸
上
競
技
部

東
綾
瀬
中
学
校
陸
上
競
技
部

花
畑
中
学
校
女
子
駅
伝
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

伊
興
中
学
校
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

崋
剣

道

第
十
一
中
学
校
剣
道
部
(
女
子
)

第
十
四
中
学
校
剣
道
部
(
男
子
)

第
十
四
中
学
校
剣
道
部
(
女
子
)

柔

道

花
畑
北
中
学
校
女
子
柔
道
部

空

手

第
十
一
中
学
校
空
手
道
部

少
林
寺
拳
法

足
立
支
部

一
輪
車

行
川
一
輪
車
チ
ー
ム

ダ
ン
ス

西
伊
興
龍
巳
組

《
メ
ダ
ル
の
み
》

サ
ッ
カ
ー

玉
城
峻
吾
(
関
原
小
6
年
)

児
童
・
生
徒
褒
賞
に
つ
い
て
、

く
わ
し
く
は
教
育
政
策
課
庶
務
係

(
3
8
8
0
)
5
9
6
1

北千住駅西口

THEAT RE　1010
4 月1 日オープン ※ 劇場を除く

シアター1010 は。劇場を中心に、
ギャラリーや稽古場、区民活動スペース
を備えています。「文化芸術の創造と発展
の場」として、北千住から全国へ、新し

い演劇・文化を発信していきます。

施
設
利
用
の
受
け
付

け
を
開
始
し
ま
す

対
象
施
設
等
=
表
1

申
込
=

▽
4
月
利
用
分
・
:
3
月
1
5日
か

ら
電
話
(
先
着
順
・
3
月
中
は

電
話
で
の
み
受
け
付
け
)

▽
5

月
以
降
利
用
分
…
4
月
1
日

、
午
前
9
時
ま
で
に
直
接
窓

口
(
そ
の
場
で
抽
選
・
1
0時
以

降
は
先
着
順
で
電
話
ま
た
は
窓

口
受
け
付
け
)

場
・
申
・
問
先
=

シ
ア
タ
ー
1
0
1
0
(

施
設

予
約
用
)(

5
2
4
4
)
1
0
1
2

▲ シアター1010の
シンボルギャラ
クター… 道化役
の精霊( カチナ)
で演劇の神様

11階《劇場( 9 月オープン)》

701席( 1 階553 席・2 階148

席) 。演劇 な どの上演 の ほか、

貸館 とし て貸 し 出し

11階《ギャラリ ー》

各 種 イベント・企 画 展示 会 、

書 道 ・絵 画 等の展 示 、会 議、

パ ーティー・レセプ ションなど

11階 《視 聴覚室( 1 室) 》

130イン チ の スクリーン によ

る 常 設AV を設 置O 映 画 会 、

映 像 ・音 響 設 備 を利 用し た

セミナ ー、ギャラリーの展 示

物に 併 せた上 映など

10階《稽古場( 2 室)》

演 劇・ダンス・バレエ・音 楽な

どの練 習 、ピアノ、バイオリン

など の発表 会 、演 劇などの小

劇 場として利 用

10階《 アトリ エ( 1 室) 》

絵画、彫刻、書道、写真、工
芸などの創作や教室など

10階 《講義室( 1 室) 》

各種講義・会議・研修・集会・
サークル活動など

10階 《音楽練習室( 2 室) 》

コ ーラ ス、ピ アノ、アン サン

ブル の 練 習、バンド 練習 、楽

器 練習 など

シア タ ー1010 につ い て
の お 問 い 合 わ せ は 、

5244- 1010
HP　ht t p: / /www. t 101O. j p/
千住ミルディスI番館10～12階

( 千住3- 92)

表1　 シアター1010施設一覧

※ 各施設の料金は、3月下旬にホームページなどでお知らせします

受付スタッフ募集
内容=シアター1010での施設案内、コンピュータを操
作しての電話対応、窓口でのチケット販売など資格
=20～35歳くらい勤務=午前8時30分～午後8時30
分の間でワ時間(週4日程度)時給=820円※ 交通
費は1日500円まで。制服貸与申込二事前電話の上、
履歴書持参(写真貶付) ※ 別途面接あり期限=3
月3日申・問先=㈱足立コミュニティ・アーツ(午
前9時～午後5時)　5244- 1010　
く わしくはお問い合わせください。 問先= 文化セ
ンター開設 　5244- 1017

第
4
回
区
政
モ
ニ
タ
ー

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

区
で
は
、
区
政
に
関
す
る
テ
ー
マ

を
決
め
、
定
期
的
に
モ
ニ
タ
ー
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、

川
人
の
区
政
モ
ニ
タ
ー
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
集
計
結
果

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。
テ
ー
マ
=
危
機
管

理
に
つ
い
て

調
査
期
間
=
1
2
月
1
2

日
～
2
6日

回
答
内
訳
=
区
政
モ
ニ

タ
ー
1
9
0大(
郵
便
:
血
人
・
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
:
4
9
人
)

※
回
答
率
…
9
8

・
4
%

※
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
報

告
書
は
、
区
政
情
報
室
、
区
内
各
図

書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
問
先
=

広
聴
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

危機と感じること( 複数回答・上位9 位)

※ そ の他 の回答… 河川の決壊 、
交通事 故による大災害 、食品
の衛生管 理など

応援します!
あなたの
子 育 て

来て!
見て!
一緒!

も
う
す
ぐ
1
年
生
…
小
学

校
に
あ
が
る
児
童
の
変
化

「
ラ
ン
ド
セ
ル
は
何
色
に
し
よ
う

か
≒
学
習
机
は
ど
こ
に
置
こ
う
か
」。

新
1
年
生
を
持
つ
保
護
者
の
方
は
、

入
学
の
準
備
を
始
め
た
こ
ろ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

遊
び
を
と
お
し
て
様
々
な
こ
と
を

体
験
し
学
ぶ
幼
児
期
と
は
違
い
、
小

学
校
で
は
、
集
団
で
集
中
し
て
学
ぶ

学
校
教
育
に
な
り
ま
す
。
多
く
の
児

童
は
、
最
初
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
徐

々
に
新
し
い
環
境
に
な
じ
ん
で
い
き

ま
す
。

1
4年
度
に
教
員
や
保
育
者
を
対
象

に
行
っ
た
調
査
で
は
、
新
入
学
児
童

の
姿
と
し
て
、
教
員
か
ら
は
「
あ
い

さ
つ
、
返
事
が
上
手
に
出
来
る
」
反

面
、「
人
の
話
か
聞
け
な
い
、勝
手
に

お
し
ゃ
べ
り
す
る
、
席
に
つ
い
て
い

ら
れ
な
い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
教
員
な
ど
か
ら
家
庭

や
幼
稚
園
な
ど
へ
の
要
望
と
し
て
。

「
も
っ
と
社
会
の
マ
ナ
ー
や
生
活
習

慣
を
身
に
付
け
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と

い
ウ
意
見
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
は
、
4
月
に
な
り
小
学
生

に
な
っ
た
途
端
、
急
に
発
達
す
る
も

の
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
と
同
様
に

少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
過

度
な
期
待
を
か
け
ず
に
子
ど
も
の
変

化
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。
小
学
生
に

な
る
前
に
、
ま
ず
は
他
人
へ
の
配
慮

や
、
話
を
聞
く
姿
勢
を
教
え
る
こ
と

か
ら
始
め
る
な
ど
、
根
気
強
く
育
て

て
い
く
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

《
幼
児
教
育
振
興
室
》

▲ 小学校生活科で、小学生( 右) と
幼稚園児との交流学習

住民税・所得税の申告はお早めに 問先= 課税第一・二係 　3880- 5231・0
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く
ら
し
の
情
報
定員に先着順
とあるものは
2 月26 日
から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡
例

夸申鑷 ・ヽ・( 申知 躡鰤凍簟
惷轢瓣40 申知鷸捧繼藥
軅・申 無澗囑 奔j ) 匍 畊・
祷|でし鶸譱劔 鳧廳い齒ね蝓蠢

奉麌月躑 圖幽のない梟の睹蚰糾
蚕鴎斗皐やごムベー鈩ア 骭鈩羃
HE, メー奔アド鈩集

都
営
住
宅
(
事
業
再
建
者
向
定

期
使
用
住
宅
)
入
居
者
募
集

申
込
用
紙
配
布
期
間
=
2
月
2
3
日
～

3
月
2
日
(
土
・
日
は
除
く
)

配
布

部
数
=
9
0
部
(
予
定
枚
数
に
達
し
次

第
、
配
布
終
了
)

※
く
わ
し
く
は
、

申
込
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

配
布

場
所
・
問
先
=
住
宅
管
理
係

3
8
8
0
)
5
9
3
8

足
立
区
人
権
推
進
指
針
(
案
)
の

意
見
を
募
集
し
ま
す

区
で
は
、
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち

を
め
ざ
す
た
め
、
足
立
区
人
権
推
進

指
針
を
検
討
し
て
お
り
、
区
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

案
(
概
要
版
)
は
、
人
権
・
同
和
係

の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
、
ま
た
は
区
内
に
事

業
所
な
ど
を
持
つ
法
人
・
そ
の
他
の

団
体

申
込
=
E

メ
ー
ル

ー
フ
ァ
ク

ス
・
郵
便
に
住
所
、
氏
名
ま
た
は
団

体
名
(
代
表
者
の
氏
名
)
、「
足
立
区

人
権
推
進
指
針
(
案
)
に
つ
い
て
の

意
見
」
を
明
記

期
限
=
3
月
2
5日

必
着

問
先
=
人
権
・
同
和
係

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

　
(
3
8
8
0
)
5
4
9
7
　
　
　

　
(
3
8
8
0
)
5
6
0
Q
}

s
o
u
m
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

税
証
明
書
の
交
付
申
請
す
る
時
は

身
分
証
明
書
な
ど
の
提
示
を

お
願
い
し
ま
す

不
正
な
交
付
申
請
を
防
止
し
皆
さ

ん
の
個
人
情
報
を
守
る
た
め
に
、
区

で
は
4
月
1
日
か
ら
、納
税
証
明
書
・

課
税
証
明
書
の
交
付
を
申
請
す
る
時

は
、
身
分
証
明
書
な
ど
、
必
ず
本
人

で
あ
る
こ
と
を
証
明
出
来
る
も
の
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

必
要
な
も
の
な
ど
=
表
I

問
先
=

課
税
第
一
・
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
1
・
0

ま
た
は
各
区
民
事
務
所

表1　 税証明交付の時に必要なもの
( 4月1日～)国

民
健
康
保
険
料
額
算
定
の

た
め
に
も
、申
告
を
お
忘
れ
な
く

税
の
申
告
は
、
非
課
税
証
明
書
の

発
行
や
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険

の
保
険
料
を
決
定
す
る
た
め
に
も
必

要
で
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
料

所
得
割
額
の
算
定
や
均
等
割
額
の
軽

減
判
定
、
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担

限
度
額
の
判
定
や
、
入
院
時
の
食
事

代
、
自
己
負
担
額
の
軽
減
判
定
な
ど

の
算
定
基
礎
に
も
な
り
ま
す
。
前
年

に
所
得
の
な
い
方
や
収
入
が
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
の
み
の
方
も
4
1告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
前

年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
の
み
で
勤

務
先
の
給
与
か
ら
住
民
税
が
引
か
れ

る
方
、
税
務
署
に
確
定
申
告
を
す
る

方
は
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
申
・
問
先
=
▽
国
民
健

康
保
険
料
な
ど
に
つ
い
て
…
こ
く
ほ

年
金
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

▽
申
告
書
の
提
出
な
ど
・
:課
税
第

一
・
第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
1
・
0

適
正
管
理
化
学
物
質
の

使
用
量
な
ど
の
報
告

1
5年
度
分
と
し
て
区
へ
の
報
告
を

お
願
い
し
ま
す
。
対
象
=
工
場
ま

た
は
指
定
作
業
場
を
設
置
し
て
い
る

方
で
、
適
正
管
理
化
学
物
質
を
年
間
1
0
0

に啀
以
上
取
り
扱
っ
て
い
る
業
者

期
限
=
6
月
末
日

※
対
象
化
学
物

質
名
や
提
出
す
る
用
紙
に
つ
い
て

は
、
都
・
環
境
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
区
・
環
境
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
a
n
k
y
o
.
m
e
t
r
o
.

t
o
k
y
o
.
j
p
/

問
先
=
環
境
課
指
導
第
∇
二
係

「
区
民
一
覧
表
閲
覧
」「
郵
送
請

求
に
よ
る
住
民
票
の
写
し
な
ど
の

・交
付
」の
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す

3
月
1
日
か
ら
、
一
部
の
事
務
の

手
数
料
が
変
わ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
変
更
内
容
=
表
2

問
先
=

住
民
記
録
係
二
戸
籍
証
明
係

表2　 手数料の変更内容

図
書
館
の
臨
時
休
館

館
内
の
消
毒
や
防
災
点
検
な
ど
の

た
め
、
一
部
の
図
書
館
が
臨
時
休
館

と
な
り
ま
す
。
不
便
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
開
館
の
図
書
館
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
休
館
日
=
表
3

問

先
=
中
央
図
書
館

(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

表3　 図書館臨時休館日一覧

※ やよい図書館は4 月30 日まで休館

建
築
物
防
災
週
間

3
月
1
日
か
ら
7
日
は
、
全
国
一

斉
の
建
築
物
防
災
週
間
で
す
。
毎
年

火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
る
建

物
へ
の
被
害
と
共
に
、
多
く
の
人
命

が
失
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
防
災

の
視
点
か
ら
身
の
回
り
を
点
検
し
て

く
だ
さ
い
。

建
物
の
維
持
保
全
を
適
正
に
行
う

こ
と
で
、
事
故
を
防
い
だ
り
、
災
害

時
の
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
期
間
中
、
区
で
は
建
築

物
の
防
災
対
策
を
進
め
る
た
め
、
防

災
査
察
な
ど
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問

先
=
建
築
防
災(

3
8
8
0
)
5
9
5
2

性
犯
罪
か
ら
子
ど
も
た

ち
を
守
ろ
う
!

昨
年
夏
に
起
き
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン

で
の
少
女
監
禁
事
件
(
港
区
)
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
性
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
る
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
児

童
買
春
・
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為

は
、
明
白
な
犯
罪
で
あ
り
法
律
で
も

禁
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
性
情
報

が
は
ん
濫
す
る
中
、
性
犯
罪
や
性
感

染
症
な
ど
の
性
被
害
に
巻
き
込
ま

れ
、
心
も
身
体
も
傷
つ
く
子
ど
も
た

ち
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

、

加
害
者
と
な
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
も

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
女
性
の
性
を
お
金
で
買

っ
た
り
、
女
性
を
性
的
対
象
物
と
し

か
見
て
い
な
い
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ポ
ル
ノ
サ
イ
ト

な
ど
の
は
ん
濫
を
放
置
し
て
い
る
大

人
た
ち
の
責
任
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
性
差
別

意
識
を
助
長
す
る
問
題
を
根
絶
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
人
は
子
ど
も
の
性
の
実
態
か
ら

目
を
そ
ら
さ
ず

、
ま
ず
は

、
親
子
で

「
正
し
い
性
」に
つ
い
て
話
し
合
い
、

子
ど
も
が
自
分
自
身
で
自
分
の
心
と

身
体
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
ま
わ
り
の
人
に
も
気
遣
う
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
す
。

問
先
=

男
女
参
画
プ

ラ
ザ

　
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

資
格
商
法
の
落

と
し

穴
!

「
資
格
は
取
れ
ず
、

残
っ
た
の
は
多
額
な
借
金
だ
け
」

最
近
、
行
政
書
士
や
旅
行
関
連

な
ど
の
資
格
取
得
を
電
話
で
勧
誘

す
る
、
い
わ
ゆ
る
資
格
商
法
に
よ

る
被
害
の
相
談
が
目
立
っ
て
い
ま

す
。

《
区
・
消
費
者
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
相
談
》

勤
務
先
に
何
度
も
、
行
政
書
士
の

資
格
受
講
の
勧
誘
が
あ
っ
た
。
業
者

は
電
話
で
「
試
験
問
題
は
あ
る
程
度

把
握
し
て
い
る
か
ら
合
格
出
来
る
」

「
資
格
を
取
れ
ば
、
月
5
万
円
程
度

の
副
収
入
に
な
る
≒
仕
事
も
紹
介
す

る
」
と
言
っ
て
い
た
。
あ
い
ま
い
な

返
事
を
し
て
い
た
ら
、
登
録
証
と
申

込
用
紙
が
会
社
に
送
ら
れ
て
き
た
。

資
格
受
講
に
は
費
用
が
約
5
0万
円
と

あ
り
、解
約
し
た
い
と
業
者
に
連
絡
。

し
か
し
「
い
っ
た
ん
受
講
を
了
解
し

た
場
合
、
取
り
消
し
は
受
け
な
い
」

「
解
約
す
る
な
ら
会
員
を
登
録
抹
消

す
る
費
用
も
か
か
る
」
と
の
返
事
。

《
行
政
書
士
の
資
格
と
は
…
》

勧
誘
業
者
は
、
簡
単
に
だ
れ
で
も

資
格
が
取
れ
る
と
思
わ
せ
て
い
ま
す

が
、
行
政
書
士
の
試
験
は
や
さ
し
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
資
格
を
取

っ
て
も
す
ぐ
収
入
が
あ
る
も
の
で
は

な
く
、
事
務
所
を
開
く
な
ど
独
立
し

て
仕
事
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

《
説
明
を
聞
い
た
相
談
者
は
・
:》

ま
だ
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
が
出
来

る
期
間
だ
っ
た
の
で
、
申
し
込
み
撤

回
の
手
続
き
を
し
ま
し
た
。

《
対
処
法
》

▽
悪
質
業
者
は
都
合
の
よ
い
こ
と
ば

か
り
言
い
、
不
利
な
こ
と
は
説
明

し
ま
せ
ん
。
契
約
前
に
、
必
ず
実

情
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い

▽
あ
い
ま
い
な
返
事
は
禁
物
。
業
者

に
都
合
の
良
い
よ
う
に
解
釈
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
強
引
な
勧
誘
で

も
は
っ
き
り
「
N
O

」
と
断
る
こ

と
で
す

《
二
次
被
害
に
も
注
意
》

資
格
商
法
に
遭
い
、
契
約
し
て
し

ま
っ
た
資
格
講
座
の
解
約
料
や
登
録

名
簿
か
ら
の
氏
名
抹
消
料
を
請
求
さ

れ
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
技
能
や
宅
建
主

任
な
ど
、
新
た
な
契
約
を
強
引
に
勧

め
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
二
次
被
害
に

も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

《
必
ず
、
ま
ず
電
話
で
相
談
》

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
談
者

と
相
談
員
が
意
見
や
情
報
を
交
換
し

な
が
ら
対
応
を
検
討
し
ま
す
。
突
然

相
談
に
来
て
も
、
資
料
が
不
足
し
て

い
る
と
相
談
が
先
に
進
み
ま
せ
ん
。

ま
た
フ
ァ
ク
ス
や
メ
ー
ル
で
は
、
相

談
者
の
一
方
的
な
説
明
に
な
り
が
ち

で
、
再
度
、
電
話
で
相
談
す
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
必
ず
、
ま

ず
電
話
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
商
法
な
ど
は
、
区
・
消
費
者

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

受
付
時
間
=
月
曜
～
金
曜
日
(
午

前
9
時
～
午
後
4
時
4
5分
)

(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

掲

示

板

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組

合
議
会
定
例
会

日
時
=
2
月
2
6日
出
、
午
後
2
時

※
午
後
1
時
か
ら
傍
聴
受
け
付
け

場
所
=
東
京
区
政
会
館
(
千
代
田
区

九
段
北
I
-
I
-
4
)
問
先
=
清

掃
一
部
事
務
組
合
議
会
事
務
局

(
5
2
1
0
)
9
7
2
9
　

「
マ
マ
ーキ
ッ
ズ
交
通
安
全
教
室
」

参
加
者
募
集

日
時
=
3
月
1
4日
脚
、
午
後
2
時

場
所
=
足
立
自
動
車
学
校
(
東
六
月

町
3
-
1
)

対
象
=
小
学
校
入
学

予
定
の
子
ど
も
と
保
護
者

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
竹
の
塚

警
察
署

啻
(
3
8
5
0
)
0
1
1
0

足
立
キ
ッ
ス
ク
ラ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
3
月
6
日
倒
、
午
後
2
時

場
所
=
竹
の
塚
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容
=
子
ど
も
向
け
の
歌
と
劇
(
声

を
出
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
ん
で

も
大
丈
夫
)

申
込
=
直
接
会
場
へ

問
先
=
足
立
キ
ッ
ス
ク
ラ
ブ

・
　
(
5
6
9
1
)
0
4
8
4

看
護
師
、
栄
養
士
募
集

勤
務
地
=
区
内
各
所

※
待
遇
な
ど

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

申
・
問
先
=
竹
の
塚
ひ
ま
わ

り
園

豐
(
5
8
3
1
)
1
7
2
1

㈲
足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会
非
常

勤
職
員
募
集
(
事
務
)

対
象
=
社
会
福
祉
士
ま
た
は
資
格
取

得
見
込
み
の
方

勤
務
条
件
=
週
3
0

時
間
(
有
休
・
社
会
保
険
あ
り
)

募

集
人
数
=
若
干
名

採
用
=
4

月
1

日

選
考
=
論
文
お
よ
び
面
接

期

限
=
3
月
4
日

※
申
込
方
法
な
ど

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

申
・
問
先
―
㈲
足
立
区
社
会

福
祉
協
議
会
(
区
役
所
内
)

(
3
8
8
0
)
5
7
4
0

h
t
t
p
:
/
/
a
d
a
c
h
i
.
s
y
a
k
y
o
.
c
o
m
/
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催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
2 月26 日

から受け付け

春
花
展
示
会

区
内
花
き
農
家
が
栽
培
し
た
約
6
0

点
の
花
の
展
示
や
、
展
示
品
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
販
売
を
行
い
ま
す
。

展
示
会

日
時
=
3
月
8
日
㈲
、
午
後
1
時
～

5
時
/
9
日
㈹
、
午
前
8
時
3
0
分
～

午
後
1
時

場
所
=
区
役
所
I
階
区

民
ロ
ビ
ー

展
示
品
の
販
売

日
時
=
3
月
9
日

、
午
後
2
時
3
0

分

場
所
=
区
役
所

※
1
人
1
点

の
み
販
売
。
状
況
に
よ
り
整
理
券
配

布

ー

い
ず
れ
も
ー

問
先
=
農
産
係(

3
8
8
0
)
5
8
6
6

1
8年
度
あ
だ
ち
日
曜

教
室
受
講
生
募
集

「
あ
だ
ち
日
曜
教
室
」
は
、
知
的
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
青
年
た
ち

の
友
達
づ
く
り
や
学
び
の
場
で
す
。

期
間
=
4
月
H
日
～
1
7
年
3
月
1
3
日

の
毎
月
第
2
日
曜
日

対
象
=
区
内

在
住
の
中
学
校
身
障
学
級
お
よ
び
養

護
学
校
な
ど
の
卒
業
生
(
卒
業
見
込

み
を
含
む
)
で
、
各
行
事
に
1
人
で

参
加
出
来
る
2
5歳
ま
で
の
方

定
員
=

若
千
名

費
用
=
4
千
円
(
年
間

教
材
費
)

内
容
=

▽
午
前
・
:全
体

学
習
(
文
字
学
習
・
ビ
デ
オ
学
習
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ほ
か
)

▽
午

後
・
:コ
ー
ス
学
習
(
音
楽
・
ス
ポ
ー

ツ
ほ
か
)

申
込
=
所
定
の
用
紙
で

申
し
込
み
(
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
配

布
)

期
限
=
4

月
1
0
日

※
く
わ

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

清
掃
施
設
見
学
会

ご
み
の
行
方
を
自
分
の
目
で
確
か

め
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
時
=
3
月

2
7
日
倒
、
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
4

時
3
0分

場
所
=
中
臾
防
波
堤
外
側

埋
立
処
分
場
/
ビ
ー
ル
エ
場

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
で
、
小
学
生
以

上
の
方
(
小
学
生
の
場
合
は
保
護
者

同
伴
)

定
員
=
8
0
人
(
抽
選
)

費

用
=
千
円
(
昼
食
代
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、「
施
設
見
学
会
希
望
」
を
明

記

期
限
=
3
月
1
0日
必
着

申
・

問
先
=
あ
だ
ち
再
生
館
(
月
曜
休
館
)

〒
川一
・
0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
-
1

　
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

第
9
回

マ
イ
タ
ウ
ン
就
職
面
接
会

足
立
・
荒
川
区
内
の
企
業
2
5
社
が

参
加
す
る
就
職
面
接
会
で
す
。
そ
の

場
で
人
事
担
当
者
と
面
接
が
出
来
ま

す
。
日
時
=
3
月
3
日
㈲
、
午
後
1

時
～
4
時
(
受
け
付
け
開
始
は
午
後

O
時
3
0分
)

場
所
=
日
暮
里
サ
ニ

ー
ホ
ー
ル
(
荒
川
区
東
日
暮
里
5
-
5
0
-
5

ホ
テ
ル
ラ
ン
ク
ウ
ッ
ド
4

階
)

奈
何
社
で
も
面
接
出
来
ま
す

の
で
、
複
数
の
履
歴
書
を
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。
問
先
=
(

ロ
ー
ワ
ー

ク
足
立
企
画
調
整
部
門

(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

区
・
経
済
観
光
課
計
画
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
1
8
2

講
演
会
「
N
P
O
が
地
域

の
未
来
を
拓
く
」

「
N
P
O
が
地
域
に
根
付
き
、
さ
ら

に
発
展
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
。

N
P
O
の
歴
史
や
先
進
的
な
事
例
を

学
と
共
に
、
助
成
財
団
や
金
融
機
関

の
資
金
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し

ま
す
。
日
時
=
3
月
1
3
日
倒
、
午
後

1
時
～
4
時
5
0
分
場
所
=
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

対
象
=
N
P
O

法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
の
区
民
活
動
団
体
、
ま

た
は
N
P
O

活
動
に
参
加
し
て
い
る

方

講
師
=
山
岸
秀
雄
氏
(
N
P
O

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
理
事
長
)
ほ
か

定
員
=
1
2
0人(
先
着
順
)

申
込
=
フ

ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記

期
限
=
3
月
1
0日

申
・

問
先
=
足
立
区
N
P
O
法
人
連
絡
会

a
-
n
e
t

(
3
8
5
9
)
7
1
5
5

(
3
8
5
9
)
3
1
6
5
　

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
　
問
先
=
N
P
O

活
動
支
援
セ

ン
タ
ー

(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

区
立
第
四
中
学
校
夜
間
学
級

義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
な
い
方

で
、
学
習
意
欲
の
あ
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
入
学
出
来
ま
す
(
授
業
時
間

は
、
午
後
5
時
3
0
分
～
9
時
。
行
事
・

給
食
あ
り
)
。
入
学
受
付
時
間
=
午

後
1
時
～
9
時
※
手
続
き
な
ど
く

わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

申
・
問
先
=
第
四
中
学
校
夜
間

学
級

　
(
3
8
8
7
)
1
4
6
6

3 月の国民年金の相談
国民年金保険料の納付などの相談を受け付けます。

※ いずれも時間は、午前10時～午後3時30分

ぼ
く
に
名
前
を
付
け
て
く
だ
さ
い

は
じ
め
ま
し
て
。ぼ
く
は
、
広
報
番

組
「
情
報
キ
ャ
ッ
チ
!
!

好
き
で
す
。

あ
だ
ち
」
に
、
新
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出

演
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
番
組

を
と
お
し
て
、
区
内
の
施
設
や
イ
ベ
ン

ト
会
場
に
出
掛
け
て
、
楽
し
い
情
報
、

た
め
に
な
る
情
報
を
い
っ
ぱ
い
お
届
け

し
ま
す
。

で
も
、
ぼ
く
に
は
ま
だ
名
前
が
付

い
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ん
が
ぼ

く
の
名
付
け
親
に
な
っ

て
く
れ
ま
せ
ん
か
。
採

用
さ
れ
た
方
に
は
、
ス

タ
ジ
オ
に
遊
び
に
来
て

ぼ
く
と
一
緒
に
番
組
に

出
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。よ
ろ
し
く
ね
。

申

込
=
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク

ス
・
E
メ
ー
ル
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、「
ぼ
く
の
名
前
(
フ
ル
ネ
ー
ム
と

愛
称
を
両
方
)
」を
明
記

期
限
=
3

月
1
5
日
消
印
有
効

※
く
わ
し
く

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・

問
先
=
広
報
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
8
1
5

(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

k
o
u
h
o
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

身
長
5
0㎝
の

男
の
子
で
す

あ
な
た
の
身
の
回
り
は
大
丈
夫
で
す
か

カ
ラ
ス
よ
り
賢
く
な
ろ
う

3
月
は
、
ガ
ラ
ス
が
巣
作
り
を
始

め
る
季
節
で
、
7
月
初
旬
ま
で
繁
殖

期
間
と
な
り
、
ガ
ラ
ス
が
攻
撃
的
に

な
り
ま
す
。
賢
い
対
策
で
被
害
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う
。

「
兵
糧
攻
め
」

ガ
ラ
ス
は
、
え
さ
と
な
る
豊
富
な

生
ご
み
を
求
め
て
集
ま
っ
て
き
ま

す
。
ガ
ラ
ス
に
よ
る
生
ご
み
あ
さ
り

を
防
ぐ
に
は
、
ふ
た
の
付
い
た
容
器

に
ご
み
を
収
め
る
の
が
一
番
で
す
。

ご
み
袋
の
ま
ま
で
集
積
場
所
に
出
す

場
合
に
は
、
ネ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
掛

け
ま
し
ょ
う
。
ネ
ッ
ト
は
清
掃
事
務

所
で
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。
申

先
=
足
立
東
清
掃
事
務
所

(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

「
巣
材
攻
め
」

都
会
に
い
る
ガ
ラ
ス
の
巣
は
、
大

部
分
が
針
金
で
で
き
た
ハ
ン
ガ
ー
で

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
洗
濯
物
を
干
し

終
わ
っ
た
(
ン
ガ
ー
は
屋
内
に
取
り

込
ん
で
、
カ
ラ
ス
に
盗
ま
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
せ
ん
定
攻
め
」

ガ
ラ
ス
は
安
定
し
た
巣
を
作
る
た

め
に
、
枝
分
か
れ
部
分
に
巣
を
作
り

ま
す
。
巣
を
架
け
に
く
く
、
架
け
ら

れ
て
も
落
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
枝

な
ど
を
せ
ん
定
し
ま
し
ょ
う
。

ー

い
ず
れ
も
ー

問
先
=
環
境
課
調
査
係

(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の

ま
ん
延
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

霞
ヶ
浦
で
コ
イ
が
大
量
死
し
、
各

地
に
拡
大
し
た
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ

ル
ス
病
。
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
川
や
池
な
ど
で
釣
っ
た
コ
イ
な
ど

の
魚
は
、
そ
の
場
で
放
し
て
、
持

ち
帰
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

▽
公
園
の
池
や
ほ
か
の
河
川
な
ど
に

放
す
こ
と
も
や
め
て
く
だ
さ
い

問
先
=
都
・
産
業
労
働
局
水
産
課

(
5
3
2
0
)
4
8
4
7

区
・
環
境
課
調
査
係

(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

★
に
じ
の
か
け
は
し
作
品
展
2
月

2
2
日
～
3
月
6
日
、
午
前
9
時
～
正

午
・
午
後
2
時
～
5
時
/
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
西
新
井
(
西
新
#
2
-
5
-
5
)
/

難
病
患
者
の
作
品
/

青
木

　
(
3
8
9
7
)
4
6
2
0

★
合
同
作
品
展
2

月
2
5日
～
3
月
3

日
/
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
/
絵
画

。

習
字
・
陶
芸
作
品
展
/
川
岸

0
9
0
(
9
9
5
2
)
0
2
9
7

足
立
区
基
本
構
想
(
素
案
)
の

意
見
を
募
集
し
ま
す

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
】

区
の
将
来
像
と
な
る
新
基
本
構
想

に
つ
い
て
、
公
募
に
よ
る
区
民
委
員

会
や
基
本
構
想
審
議
会
で
検
討
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
審
議
会
で

検
討
中
の
「
足
立
区
基
本
構
想
(
素

案
)
」に
つ
い
て
、区
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、

ま
た
は
区
内
に
事
業
所
な
ど
を
持
つ

法
人
・
そ
の
他
の
団
体

申
込
=
E

メ
ー
ル
ーフ
ァ
ク
ス
・
郵
便
に
住
所
、

氏
名
ま
た
は
名
称
(
法
人
・
団
体
な

ど
は
代
表
者
氏
名
)
、「
足
立
区
基
本

構
想
(
素
案
)
に
つ
い
て
の
意
見
」

を
明
記

期
限
=
3
月
1
1日
必
着

問
先
=
政
策
課

〒
1
2
0。
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
8
1
2

(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

s
e
i
s
a
k
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

審議会・審査会等日程一覧( 3 月 分)
会議は公開です、傍聴方法など、くわしくはお問い合わせください。

パブリックコメント( 3 月 実施分)
区民の方から意見を募集します。くわしくはお問い合わせください,

新基本構想( 素案) とは

《基本理念》
様々な区民・団体・企業と区役

所などが協働して、住み、働き、
学び、活動する「力強い足立区」
をめざします。

《3 つの基本的方向 》
創業や改業による区経済の活性
化をめざします
人間の安全保障を進め、安心・
安全なまちをめざします
文化と教育を高め、心豊かで誇
れるまちをめざします

《4 つの分野》
まちづくり分野
暮らしづくり分野
人づくり分野
しくみづくり分野

※ これらの分野ごとに毎月審議会・
分科会を開催してい ます。くわし
くは、お問い合わせください



2004年( 平成16年) 2 月25日あ だ ち 広 報第1397号 ( 8)

あ
な
た
が
支
え
る
「
ふ
る
さ
と
足
立
」

足
立
区
観
光
協
会
会
員
募
集
中

観
光
協
会
で
は
、「
ふ
る
さ
と
足

立
」
を
広
く
紹
介
す
る
た
め
の
事
業

や
、
区
内
の
観
光
事
業
の
後
援
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、夏
の
「
足
立
の
花
火
大
会
」

や
冬
の
「
光
の
祭
典
」
な
ど
の
観
光

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
区
内
外
に
足

立
区
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
観
光

協
会
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。
年

会
費
=
3

千
円
、
入
会
金
無
料

申

込
=
直
接
窓
口
ま
た
は
電
話

申
・

問
先
=
観
光
協
会
(
経
済
観
光
課
内
)
　

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

会
員
特
典

会
費
に
よ
り
足
立
の
観
光
を
支
え

て
い
た
だ
く
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

様
々
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。

▽
「
足
立
の
花
火
大
会
」観
覧
席
券
の

配
布

▽
「
足
立
区
民
芸
能
大
会
」会
員
優
先

出
場
枠
を
用
意
(
応
募
多
数
の
場

合
抽
選
)

▽
会
員
限
定
「
観
光
地
め
ぐ
り
(
日

帰
り
・
宿
泊
)
」・
:観
光
協
会
な
ら

で
は
の
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
会
員

問
の
親
ぼ
く
を
図
っ
て
い
ま
す

▽
そ
の
ほ
か
の
ツ
ア
ー
に
つ
い
て

も
、
一
般
の
方
よ
り
も
優
先
的
に
(

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
)
、割

引
会
員
料
金
で
参
加
出
来
ま
す

▽
事
業
ご
と
に
「
協
会
通
信

を
発
行

※
各
事
業
に
つ
い
て
は
決
定
次
第
、

一
般
の
方
よ
り
も
早
く
、
案
内
を
送

付
し
て
い
ま
す

[
1
8年
度

事
業
予
定
]

【
春
】

▽
水
上
バ
ス
の
旅

▽
花
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー

(下
記
募
集
記
事
を
ご
覧
く
だ

さ
い
)

▽
足
立
区
民
芸
能
大
会
(
6

月
5

日
)

▽
足
立
区
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

【
夏
】

▽
足
立
の
花
火
大
会
(
7
月
2
9日
)

▽
足
立
区
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

【
秋
】

▽
観
光
地
め
ぐ
り
(
宿
泊
)

▽
足
立
区
再
発
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▽
区
外
バ
ス
ツ
ア
ー

【
冬
】

▽
光
の
祭
典
2
0
0
4
(
1
2
月
)

▽
足
立
区
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

▽
観
光
地
め
ぐ
り
(
日
帰
り
)

【
通
年
】

▽
あ
だ
ち
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

※
予
定
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

区観光写真コンクール
入賞作品展

千住ミルディスのオープンを記念して、第

18回コンクール入賞作品を中心に展示しま

す。ぜひ、ご覧くださいO期間=2月27日～

3月14日場所=千住ミルディス1番館

内「北千住マルイ」館内4～8階エレベータ

ーホール 問先= 観光協会( 経済観光課

内) 　3880- 5853

第
1
8回
コ
ン
ク
ー
ル
「
推
薦
」

作
品
、「
夏
の
日
」
(
舎
人
公
園

に
て
、
関
原
在
住
・
石
川
公
三

郎
氏
撮
影
)

春
の
風
を
感
じ
て
…

ツ
ア
ー
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

桜
と
葛
西
臨
海
公
園
を
楽
し
む

水
上
バ
ス
の
旅

隅
田
川
沿
い
の
桜
を
眺
め
な
が
ら

水
上
バ
ス
の
旅
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
春
の
の
ど
か
な
1
日
、
水
族
館

や
大
観
覧
車
な
ど
、
海
を
眺
め
な
が

ら
思
い
き
リ
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時
=
4
月
3
日
出
、
午
前
9
時
5
0

分
場
所
1
千
住
唹
唹
船
着
場
～
　

(
隅
田
川
)
～
葛
西
臨
海
公
園
(
昼

食
・
自
由
散
策
)
～
千
住
曙
町
船
着

場
(
図
1
)

※
水
上
バ
ス
は
一
部
デ

ッ
キ
席
あ
り

対
象
=
観
光
協
会
会

員
と
そ
の
家
族
お
よ
び
区
内
在
住
の

方

定
員
=
1
2
0人
程
度
(
抽
選
)

費

用
=
▽
観
光
協
会
会
員
・
:
2
千
円

▽
会
員
家
族
…
2
千
2
0
0円

▽
一
般

・
:
2
千
5
0
0円

※
デ
ッ
キ
席
・
中
学

生
以
下
は
3
0
0円引
(
入
園
料
・
保
険

料
込
み
。
観
覧
車
乗
車
料
金
・
昼
食

代
は
各
自
別
途
負
担
)

申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
希
望
者
全
員
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
(
学
年
)
、
電
話
番
号
、

会
員
・
会
員
家
族
・
一
般
の
別
、
デ

ッ
キ
席
の
可
否
、「
水
上
バ
ス
の
旅
希

望
」
を
明
記

ツ
ア
ー
参
加
申
し
込
み
は

返
信
(
ガ
キ
の
表
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
(
ガ
キ
ー
枚
で
4
人
ま
で
申
し
込
み
可
。
各
コ
ー
ス
ひ
と
り
1
枚
。
重

複
申
し
込
み
は
無
効
。
期
限
=
3
月
1
0日
必
着

※
当
選
者
に
は
後
日
、

振
込
用
紙
を
送
付

▲ 春のうららの隅田川。桜が似
合います( 15 年撮影)

申
し
込
む
前
に
協
会
に
加
入

し
た
方
は
、
会
員
価
格
に
な

り
ま
す

太
平
山
の
桜
と
花
め
ぐ
り

バ
ス
ツ
ア
ー

春
の
暖
か
な
日
差
し
の
な
か
を
、

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
太
平
山

(栃
木
市
)
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
の
散

歩
と
、
枝
垂
れ
桜
を
観
賞
。
花
を
楽

し
み
な
が
ら
、
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
を

食
べ
て
、
春
を
一
日
満
喫
し
ま
し
ょ

う
。
日
時
=
4

月
6
日
収
、午
前
7

時
5
0分

集
合
場
所
=
区
役
所
I
階

区
民
ロ
ビ
ー

対
象
=
観
光
協
会
会

員
と
家
族
お
よ
び
区
内
在
住
の
方

内
容
=
太
平
山
の
桜
鑑
賞～
か
た
く

り
の
里
散
策～
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
(
昼
食
)
～
イ
チ
ゴ
狩
り

定
員
=
9
0
人
(
抽
選
)

費
用
=

▽
観

光
協
会
会
員
…
4
千
3
0
0円

▽
会
員

家
族
・
:
4
千
8
0
0円

▽
一
般
・
:
5
千
3
0
0

円
(
昼
食
代
、
入
園
料
、
保
険
代

含
む
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
希

望
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
会
員
・
会
員
家
族
・
一

般
の
別
、「
桜
バ
ス
ツ
ア
ー
希
望
」
を

明
記申

・
問
先
=
観
光
協
会
(
経
済
観

光
課
内
)

〒
1
2
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スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。　問先= 広報係 　3880- 5815

注 意し て くだ さい!
最近区内で。引っ越しのあいさつを装い侵入しよ

うとする手口がみられました。すぐにドアを開けな
いなどの注意や、近所での情報交換など、自分たち
のまちでの犯罪を未然に防ぎましよう。

《危機管理 課》

「あ、さて。さては南京玉すだれ…」

フーセンおじさんが
やってきた

立春の午後、平野住区センターでは「豆まき
会」が開かれ、130人の参加者でにぎわい ました。
フーセンおじさんとして人気が高い平崎菊夫

さん。この日、いつもの風船細工に変えて、人
形のけんちゃんとの会話が楽しい腹話術や手
品、様々なものに変身する南京玉すだれを披露

しました。「目の前で見るのは初めて」と子ども
たちは、平崎さんの芸にくぎ付けでした。
「子どもが喜んでくれるから」と、地域の行事
に出演している平崎さんから子どもたちに、た
くさんの福が届けられました。

▲ 南京玉すだれの芸歴は15年

▲ 弟 子 入りしました。
「手 品 、うまくいくかな? 」

▲
け
ん
ち
ゃ
ん
と
平
崎
さ
ん

梅にうぐいす、
気分も満開

春の足音が近付いてきて、気持ちも少
しずつ春模様。植物たちも春らしい色づ

きを見せ始めています。
区内の梅の名所、都市農業公園と大谷

田公園では、いち早く咲き出した寒紅梅
をはじめ、様々な種類の梅が、その色鮮

やかな紅白の花とかぐわしい香りを放
ち、訪れる人の目と心を楽しませていま
す。
春が近付くにつれて、区内でも桜やチ

ューリップも咲き出し、お花見を楽しむ
大たちでにぎわいます。

▲ 眺めるだけで心が穏やかに
なります( 都市農業公園)

古紙配合率100% 再生紙を使用しています B. N　288, 300


